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貴
布
祢
神
社
夏
祭
り
は
、
古
く

か
ら
地
元
の
氏
神
様
と
し
て
住
民

に
護
持
さ
れ
、
今
年
も
１
�０
０
０

人
を
超
え
る
参
拝
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

地
域
住
民
と
の
温
か
い
出
会
い
、

ふ
れ
あ
い
を
合
い
言
葉
に
分
館
役

員
や
愛
護
部
の
方
々
が
中
心
と
な
っ

て
、
境
内
で
夜
市
や
ゲ
ー
ム
な
ど

の
催
し
物
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
子

ど
も
向
け
映
画
の
上
映
、
く
じ
引

き
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
金
魚
す
く

い
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
飲
み
物

類
な
ど
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

中
で
も
目
玉
の
金
魚
す
く
い
は
、

幼
児
、
小
学
生
、
親
子
連
れ
で
最

後
ま
で
大
盛
況
で
し
た
。
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地
域
の
歴
史
や
伝
統
を
三
世

代
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
昔

の
旅
姿
で
松
前
に
関
係
深
い
地

域
を
訪
ね
、「
温
故
知
新
」
と

「
強
く
て
優
し
い
」
心
と
体
を

持
っ
た
松
前
っ
子
を
育
て
る
と

い
う
こ
と
で
、
１１
月
３
日
（
祝
）

に
松
前
っ
子
道
中
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

婦
人
会
の
方
々
に
は
早
朝
か

ら
参
加
者
の
お
昼
の
弁
当
作
り

や
子
ど
も
た
ち
に
着
物
の
着
付

け
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
３９
名
が
参
加
し
、
松
前
史

談
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、

鷲
野
会
長
の
案
内
で
西
公
民
館

を
出
発
↓
松
地
蔵
↓
滝
姫
神
社

↓
住
吉
神
社
↓
中
村
草
田
男
跡

↓
洗
わ
れ
地
蔵
↓
旧
大
洲
街
道

↓
旭
観
音
↓
馬
頭
観
音
↓
妙
寛

寺
↓
貴
布
祢
神
社
↓
延
命
地
蔵

を
見
聞
し
、
北
黒
田
海
岸
で
昼

食
↓
西
公
民
館
で
解
散
し
ま
し

た
。
道
中
の
貴
布
祢
神
社
で
は
、

婦
人
会
の
指
導
の
も
と
、
子
ど

も
た
ち
は
ハ
ッ
ピ
や
か
す
り
の

着
物
姿
で
、
皆
さ
ん
一
緒
に
松

前
音
頭
を
披
露
し
ま
し
た
。

最
後
ま
で
熱
心
に
ま
ち
の
歴

史
を
勉
強
し
ま
し
た
。

西
公
民
館

第第
１１８８
回回
松松
前前
っっ
子子
道道
中中

地地
域域
のの
祭祭
りり
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東
公
民
館

１０
日
（
土
）
９
時
３０
分
〜

第
１１
回

囲
碁
教
室

２１
日
（
祝
）
９
時
〜

パ
ン
づ
く
り
教
室

西
公
民
館

２３
日
（
金
）
１９
時
〜

松
前
校
区
愛
護
部

連
絡
協
議
会
総
会
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